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横山　小粋
　私の家族は、ご飯が好きなそ母、ラーメンなど麺類が好きな父、パンが好きな母、そして私は、そんな家庭で育ったので、ご飯もめん類もパン類も全部好きです。夜ご飯は、いつもご飯のことが多いのですが、朝はパン、お休みの日のお昼はめん類が多いです。どの主食も、それぞれのおいしさがあってどれが一番かなんて選べません。でも、私が毎回一口食べたしゅん間に「うまっ！」って言ってしまう食べ物があります。それは、お母さんがにぎってくれる、塩むすびです。時々、塩むすびがとっても食べたくなることがあります。その時に、お母さんに作ってもらい、食べると、ただの塩だけでにぎったおにぎりなのに、感動してしまうくらいおいしくて、幸せな気持ちになります。心の中で、これこれと思い、笑顔になってしまいます。塩むすびを食べながら、玉ねぎとじゃがいものみそ汁を飲むのが大好きです。
　「日本人に生まれてよかったなあ。」
と言って家族にわらわれたこともあります。たらこやしゃけのおにぎりも好きですが塩のしょっぱさがごはんの甘みを強くしてくれ、お米の味が一番よく分かる塩むすびが、私は大好きです。
　そして、お米のすごいなと思ったところがあります。いろんなおかずとも合い、ホカホカのたきたてでも、冷めてしまったおにぎりやおすしでもおいしいです。そして、チャーハンやオムライス、リゾットやドリアなど、いろんな洋風の主食にも変身でき、とってもおいしいです。お米って本当にすごいと思います。
　私の家では、週に一回カレーライスの日があるのですが、カレーなどのルーをかける時は、少し固めのお米がおいしいです。なので、この間カレーに合う固さにお米をたいてみたくて、そ母に教えてもらいながら、お米をといで、水を計って入れ、すい飯器にかける、という手伝いをしました。そ母は、いつも少しやわらかめにたくので、今日は少し水の量をへらしてみようと、一緒に水の量を計って入れました。すい飯器が、ピーピーと鳴ったのでわくわくしながら開けると、つやつやになったお米がいて、まぜるとカレーに合うちょうど良い固さのお米にたき上がっていました。少しの水の量の違いでも、お米の固さが変わるのだと知りました。そして、料理によって、お水の量を変えることも教えてもらいました。その日のカレーライスは、とってもおいしかったです。
　お米をたく、というお手伝いが出来るようになったので、これからも、家族においしいね、と言ってもらえるよう、愛情をこめてお米をといでみたいと思います。そして、家族みんなで楽しい夕飯を食べ、毎日を元気に過ごしていきたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

